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「 

渡
り
ま
す

歩
い
て
ま
す 

」

元
気
な
命
が

７ ５
666

　

理
事
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

古
賀
誠
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、

続
い
て
、
佐
藤
信
秋
会
長
特
別

補
佐
、
山
本
巧
道
路
局
長
が
挨

拶
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
道
路

局
よ
り
道
路
行
政
に
関
す
る
情

報
提
供
を
い
た
だ
き
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
檜
山
俊
宏
筆
頭

副
会
長
（
広
島
県
議
会
議
員
）

が
会
長
の
職
務
を
代
行
し
議
長

を
務
め
た
。

　

は
じ
め
に
、
第
77
回
定
時
総

会
の
附
議
事
項
で
あ
る
令
和
６

年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
計
算

書
、
役
員
の
改
選
、
令
和
６
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

書
、
令
和
７
年
度
会
費
、
ま
た

各
地
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望

事
項
が
審
議
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
改
選
で
は
、

10
年
間
会
長
を
務
め
た
古
賀
誠

会
長
が
退
任
し
、
佐
藤
信
秋
新

会
長
が
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
な
お
、
５
月
13
日
開
催
の

第
77
回
定
時
総
会
で
審
議
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。
（
定
時
総
会
の

詳
細
は
６
月
号
に
掲
載
予
定
）

　

続
い
て
要
望
事
項
に
基
づ
い

た
決
議
案
を
坂
本
克
已
副
会
長

（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）
が
朗
読
し
、
全
て
の
附
議

事
項
が
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
総
会
へ
附
議
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

次
に
、
10
月
23
日
（
木
）
に

福
井
県
で
開
催
予
定
の
第
75
回

全
国
大
会
の
準
備
状
況
に
つ
い

て
、
杉
本
博
文
福
井
県
道
路
利

用
者
会
議
会
長
（
福

井
県
池
田
町
長
）
よ

り
報
告
が
さ
れ
た
。

　

理
事
の
皆
様
に
は
、
大
変
忙

し
い
中
、
こ
の
よ
う
に
ご
参
集

い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
た
日

頃
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
の

様
々
な
事
業
に
対
し
ま
し
て
、

大
変
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
っ
て
お
り
ま

す
。
心
か
ら
御

礼
を
申
し
上
げ

た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

ご
案
内
の

通
り
、
本
年

度
の
予
算
も

１
１
５
兆
円
と

い
う
大
変
大
き

な
額
が
年
度
内
に
成
立
い
た
し

ま
し
た
。
予
算
の
関
連
で
言
い

ま
す
と
、
課
題
に
な
り
ま
す
、

国
土
強
靱
化
の
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
佐
藤
信
秋
先
生
を
は

じ
め
国
会
議
員
の
先
生
方
の
お

力
添
え
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
４
月
１
日
に
素
案
が

提
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
８
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
の
５
年
の
期
間
を
通
し

ま
し
て
、
事
業
規
模
で
申
し
ま

す
と
20
兆
を
下
回
ら
な
い
と
い

う
大
枠
に
つ
い
て
、
提
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
詳
細
に
つ
い
て
議
論
を

し
、
つ
め
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
回
の
素
案
に
提
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
事
業
規
模
は
、

あ
る
意
味
で
は
納
得
の
い
く
数

字
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
が
、

ご
案
内
の
通
り
、
非
常
に
経
済

の
見
通
し
の
立
た
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
諸
物
価
が
今

後
ど
う
推
移
し
て
い
く
の
か
、

ま
た
様
々
な
議
論
の
中
で
ど
う

い
う
公
共
事
業
に
対
し
て
、
ま

た
毎
年
毎
年
、
日
本
列
島
を
襲

っ
て
お
り
ま
す
、
大
き
な
災
害

に
対
す
る
対
応
、
こ
れ
を
ど
う

見
て
い
く
と
い
う
の
は
大
変
大

事
な
視
点
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
我
が
国
の
国
土
、
国
民
の

安
全
・
安
心
の
生
活
を
し
っ
か

り
と
確
保
し
て
、
一
番
大
事
な

分
野
を
担
う
公
共
事
業
、
特
に

道
路
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り

し
た
議
論
を
皆
様
方
と
一
緒
に

重
ね
て
、
国
土
強
靱
化
を
作
り

上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

く
こ
と
は
私
達
の
使
命
で
あ

り
、
大
変
大
事
な
責
務
だ
ろ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
事
で
大
変
恐
縮
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
私
が
全
国
道

路
利
用
者
会
議
の
会
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
は
、
ち
ょ
う
ど
10
年
前
の

２
０
１
５
年
、
皆
様
方
の
暖
か

い
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
全

こ
と
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お

り
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
10
年
経

っ
て
、
５
期
会
長
職
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ま
た
ご
支

援
に
対
し
て
重
ね
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
う
い
う
大
き

な
節
目
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

今
回
、
会
長
特
別
補
佐
を
長
い

間
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
佐

藤
信
秋
先
生
と
会
長
職
を
交
代

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
後
ほ
ど
、

役
員
人
事
の
案
件
で
皆
様
方
の

ご
承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
と
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
全
国

道
路
利
用
者
会
議
の
長
い
歴
史

の
中
で
、
利
用
者
側
を
代
表
す

る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
は

じ
め
、
日
本
バ
ス
協
会
、
全
国

ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合

会
、
こ
う
し
た
利
用
者
側
の
立

場
で
こ
の
全
国
道
路
利
用
者
会

国内投資拡大につながる道路ネットワークの強化を！国内投資拡大につながる道路ネットワークの強化を！
全
国
道
路
利
用
者
会
議
理
事
会
　
開
催

全
国
道
路
利
用
者
会
議
理
事
会
　
開
催

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
去
る
４
月
18
日
（
金
）
東
京
都
千
代
田
区
の
「
全
社
協
・
灘

尾
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
『
理
事
会
』
を
開
催
し
、
５
月
13
日
（
火
）
開
催
の
第
77
回
定
時

総
会
の
附
議
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

決
　
議
（
案
）

　
次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
厳
し
い
国
際
競
争
の
中
、
日
本
全
体
の
経
済
の
活
力
を
取
り

戻
す
た
め
、
我
が
国
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
国
内
投
資
拡

大
に
つ
な
が
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
こ
と

一
、
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
に
つ
い
て
、
新
た
な
施
策
な
ど

を
位
置
付
け
、現
行
の
対
策
を
大
き
く
上
回
る
必
要
な
事
業
・

予
算
規
模
で
策
定
し
、
今
後
の
人
件
費
等
の
高
騰
等
の
影
響

を
適
切
に
反
映
し
た
必
要
な
予
算
・
財
源
を
通
常
道
路
予
算

と
は
別
枠
で
満
額
確
保
す
る
こ
と

一
、
安
心
し
て
道
路
空
間
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
安
全
な
走
行
空

間
の
確
保
に
向
け
、
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
を
推
進
す
る
こ

と

一
、
経
済
活
動
の
生
産
性
向
上
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進

を
図
る
た
め
、
利
用
者
目
線
で
の
渋
滞
対
策
の
実
施
、
道
の

駅
な
ど
の
休
憩
施
設
の
機
能
強
化
、
中
継
物
流
拠
点
の
整
備

及
び
交
通
結
節
機
能
の
強
化
を
推
進
す
る
こ
と

一
、
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
利
用
に
応
じ
た
料
金
制
度
と
し

つ
つ
、
事
業
者
向
け
割
引
を
継
続
す
る
こ
と

　
こ
れ
ら
の
項
目
も
踏
ま
え
、
資
材
価
格
な
ど
の
上
昇
に
対
応
す

る
中
で
も
、
山
積
す
る
道
路
整
備
の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
計
画

的
か
つ
長
期
安
定
的
な
道
路
整
備
・
管
理
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

新
た
な
財
源
の
創
設
等
に
よ
り
、令
和
八
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、

所
要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

令
和
七
年
五
月
十
三
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
七
十
七
回
定
時
総
会

古
賀
古
賀  

誠
会
長
挨
拶

誠
会
長
挨
拶

議
を
ど
う
盛
り
上
げ
、
ど
う
充

実
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に

大
変
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
、
本
当
に
心
に
残
る
思
い
出

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
同
時
に
皆
様
方
に
も
10
年

間
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
そ
し

て
そ
れ
を
通
じ
た
交
流
、
私
の

ま
た
大
き
な
財
産
で
あ
り
、
宝

だ
と
あ
り
が
た
く
感
謝
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

「
道
は
命
、
道
は
国
の
力
」

こ
れ
が
創
立
者
の
言
葉
で
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
時
代
が
変
わ

ろ
う
と
も
、
常
に
こ
の
言
葉
を

全
国
道
路
利
用
者
会
議
の
座
右

の
銘
と
し
て
、
前
進
し
明
日
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協

力
に
対
し
ま
し
て
、
重
ね
て
お

礼
を
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、

今
後
も
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
を
申
し

上
げ
ま
し
て
、
冒
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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山本　巧

国土交通省道路局長

国
道
路
利
用

者
会
議
と
い

う
大
変
古
い

歴
史
と
、
ま

た
伝
統
を
持

ち
ま
す
こ
の

会
の
会
長
に

就
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た

会
長
特
別
補
佐
挨
拶

会
長
特
別
補
佐
挨
拶佐藤信秋

全国道路利用者会議
会長特別補佐


